
中高生の牛乳の成分や効能に対する認知度  

ロよく知っている固まあ知っている口どちらともいえない□あまり知らない頼まったく知らない  

牛乳は飲まない  

L（月2～3回以下）  

M（週1－4回）  

H（週5～6回以上）  

牛乳を飲む層も飲まない層も、好きな人も嫌いな人も、牛乳  

を「飲んだ方が良い」と思っている。  

喉が渇いた時に飲む  

「飲み物」ではなくて、  
むしろ背が伸びるため  

の「薬」的存在  

飲めば身体にいい、し  

かし飲みすぎると、お  

ほにくる。あまり好き  

じゃない   

飲めば骨も身体も丈夫  
になることは分かって  

いるが、小学校時代の  

トラウマが克服てきな  

い  

飲むと大きくなって菜  

牛乳がとても好き。ど  
んな食べ物にも合う。  

身体を作る栄毒素が大  

い時に身体が温まる。  

再び陸上を始めたら健  

康つくりのためにも、  
また飲みたい   

様々な栄毒素を含んで  

いて、成長していく上  

て必要二 飲みやすい健  

簑トリンクのようなも  

の   

皇‡むと落ら書くたけ  

してこな＜、寅体にもい  

い二 Caが入っていて、  

膏を丈夫にしてくれる  

飲むと身体が元気にな  

る。身体の調子もよく  

いもの  

いると背は悼びす、不  

健康な人間になってし  

まう  

飲むとシャツキリする。  

背が伸びそう、膏毒丈  
夫になる。接いな人か  

いるのが分からない  

栄音素的に、カルシウム  

で飲まないとイライラし  

たり、身体に害が出る  

カルシウムは豊富だし、  
乳製品になるととてもお  

いしいニ  

牛乳を中心とした生活  
に変えると妻体にもよ  

さそう二 億康によいし  

背石高くなるかもしれ  

ない  

葦の成長が止まったこ  
とや、将来の骨矩しょ  
う症のことを考えると  

鎮まないといけない  

力  
√ヽ  ＿ノ  

多   くて淫売ガ毒  

そのま貢袈こ  
毒  
さそ  
と臭くて凛い  

（定性調査二中高生のエッセイに見る牛乳のパーセフションより）   



●  

多くが「牛乳＝朝食」を連想。量層、性別・中学高校を問わずその  
内容が、「牛乳＋タマゴ料理＋トーストなどのパン」。  

（定性調査：中高生の描画法に見る牛乳の潜在イメージより）  

L層   

牛乳のある風景がステレオタイプとなり、  
牛乳の記憶の画一化・規範イメージを促進し、  

「理想の食卓の象徴」となっている。   

牛乳は「摂るべきもの」「摂ることが望ましいもの」であ  

り、それがおかれる社会的文脈は「理想の朝食」のような必  
ずしも現実に即していない理想態や、「学校給食」のような  
義務的な摂取が相応しいものとされている。牛乳のこの規範  
性はきわめて強力で、実際には牛乳を余り飲まない層の意識  
をも支配している  

0「牛乳についてのポストモダン調査分析」（若林幹夫早稲田大学教授）より  

牛乳の混載性の光の部分。   

規範性の強み  

「飲むペきキモチ」が「背が伸びる」  

などの効能認知に後押しされ、安心し  

て飲む理由（飲む確信）となる。  

「飲むべきキモチ」が「義務や強制」  

に捉えられ、その呪縛から逃れるため  

に、無自覚に、「牛乳を意識するこ  

と」自体から遠ざかる。  

牛乳の規範性の影の部分。   

規範性の弱み  

椚   ・▲   
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▲ ：ヰ乳をたくさん飲むと背が高くなるようなので飲ませたいが、本人が嫌いで飲まないので： ■  
難しい（中3男の母親）  

；小くら言っても言うことを聞く年齢ではないから、本人に任せるしかない（高2男の母親）；  
咋▲■ ＿」  ■ヽl！ ノ、」  ′ ＿．＿．．．＿ノ．ヽLl ，  l rll．  」＿ －＿ ′・～   －－－■ Jll ＿＿．＿」ヱ．1≡＝・＋  ll 一  」」 l ＿」  、 ．▼句＿ 三J，h＿．」 l    ＿＿A」 ＿⊥」＿L．     ■  

：ガ私自身は飲んで欲しいと思いますが、子供の成長と共に本人自ら意識をもって飲まない  

■ ：限り、無理に飲ませる事は不可能です（中1男の母親）  
≡ヰ乳は希望者だけ学校で用意してくれるので、小学校までせっかく毎日飲んでいたのだ  

■ ；から中学生になっても体のために飲ませた方が良いと考え申し込みをしたが、娘に「もう牛：                                                                                                                                      ■  
：乳は飲みたくない」と断られてしまった（中3女の母親） ■  

● ：㌧＼くら朝食とかに牛乳を出しておいても、自分で冷蔵庫からスポーツ飲料を出して飲んで、： ■  
：終わらせてしまう。，出される物とほ関係なく、全て自分で飲み物は選んでいるので、体に良；  

（高2男の母親）  

：・お弁当になり、本人が飲みたいといわなければ飲まなくなった。実は好きではないと言わ：  
；れた（高2女の母親） （定性調査よりQr牛乳を飲ませなくても良いと患う理由」に対するFA）  
■■＝＝■■■■■■t■■■■■1■■■t■■■■■■■■■■＝＝■■■■■■■■■■■■■■■■＝■■■■T■■■t■■■t■t■■■  

中高生自身の意識を変化させない限り母親も動かない。  

母親はあくまで「中高生の購買代理人」である。   

中高生の健康や食生活に対する意識（肯定率）  

美容に気を使っている  

ダイエットをしている／摂取カロリーに気を使っている  

：二謀  

1・・渾聖更誉ご警誓聖ニ」や・  

家族と一緒に食事をすることが多い  

添加物・品質表示等に注意している  

健康関連の情報に関心が高い   

健康によいのであれば、味が好みでな〈ても食べる（飲む）  

食事は、ある程度決まった時間に食べるようにしている  

‥  

好き嫌いは少ない方だ  

健康のために飲んだり食べたりしているものがある  

●  

＝＝＝∵  
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1．中高生にとって牛乳が「より身近な存在」になるための  
コミュニケ1ション構造を継続する。  

－f ∴▲ ∴ナ ‡・ミい‾車計、圭こ：∴∴∴   い耳＿ミ∴∴・矩・・⊥ミ・∴∴こ． 一  
驚約撃練藍狩重唱馨落葉彦を，、譲奮清音番 

3．高認知というキャンペーン成果の上に立って、実際の飲用オ  
ケージョン（家庭）や購買場面にキャンペーンを、さらに近づけ  
ることによって、「牛乳を飲むこと」への気づきを促進する。  

・・  ・・ －・‥・  

ノイ ミ、、ト・〝、 尊号整ノ【じ 

開発餐違嶽愚′さ  

5．累積されたキャンペーン資産を活用して流通とタイアップし、  

「実需」を促す施策をモデル的に実施。来期に繋ぐ。  

・∴：ミ：・・●  



1．中高生にとって牛乳が「より身近な存在」になるため  
のコミュニケーション構造を維持する。  

；1．牛乳の強み＝牛乳飲用の規範性の「光の部分」＝飲むペき飲料  
■  
暮  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■   

「飲むペきキモチ」に対して  

は、「効能」を訴求すること  

「飲むべきキモチ」が  

効能認知に後押しきれ、  
安心して飲む理由となる。  で「牛乳飲用」を確信させる。  

■  
■  

■ ：2．牛乳の弱み＝牛乳飲用の規範性の「影の部分」＝義務感・強制感  
」  
■  
■  
■  
■  
ll  

■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
＝  

■  
t  

■  
■■  

「飲むべきキモチ」が  「親和性のある世界観」を  

訴求することで「飲みたい  

キモチ」を自発的に想起させ  

る。  

「義務や強制」に捉えられ、  
その呪縛から逃れるために、  
「牛乳を意識すること」自体  

から遠ざかる。  

2．ターゲットは中高生。ただし、「中高生の購買代理  

人」としての母親の立場を従来より意識する。  

′▲■■■■■■■■■■■■■■■■11■■■t■■＝■■＝■＝■■■■■■■■■■■■■■■＝■■■■H■■■■■■■■＝■■■■■■  

：定性調査の結果、『母親は「子どもが飲もうとしない場合は牛乳を買； ■  
■  ■  

■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
二  
■  
■  
I1  

■  
■  
■  
■  
■  
■  
「  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
＝  

■  
■  

わない」』ことが判明。  

中高生自身の意識を変化させない限り母親も動かない。  

母親はあくまで「中高生の購買代理人」であることを再確認。  
町
長
 
…
封
．
．
卦
 
 

■こうしたターゲットと母親の関係性を着目し、特に露出  

た
 
 

きいTVCMにおいて、中高生と母親の関係性を  

開発を行う。  

し
 
 

識
 
 

■実際の購買、店舗周りでのコミュニケーションでは、「中高  

生の購買代理人」たる母親への情報訴求を強化する。  

椚   



3．高認知という成果の上に立って、実際の飲用オケ叫ジョ  

ンを訴求することで「牛乳を飲むこと」への気づきを促進。  

キャンペーンを牛乳飲用に結びつけるためには、実際の飲用場面を意  
識してコミュニケーーションを組み立てる必要がある。なお、現実的に  

は家庭外での飲用促進は困難。また「冷蔵庫に牛乳がない場合は飲ま  
ない」という実態を重視することが必要。  

■ 鋏む場所は家庭内。  ■ 冷蔵庫になければ飲まない。  
田自宅の冷蔵庫になければ、自分で買L、に行ってでも飲む  

□自宅の絹庫になければ・親などに買ってきてもらって叫  
□自宅の冷蔵庫になければ．別の飲み物を飲む  

■   座H（週5～6回以上）（∩＝247）】M（週1～4回）（n＝105）  

：l」（月2～3回以下）（。。49）思N（まったく飲まない）（n＝72） 

■   100－0【一つ  
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■  

；家庭内で  「冷蔵庫に牛乳がない場合は飲まない．」と いう実態  
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4．より効率的なコミュニケーションを行うため、量層別の  
パーソナリティを踏まえたチャネルの選択一関発を進める。  
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ビ膚のた机別拇・几いる仏力執る  ．川  ∴r」  
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zol■  

・・l  

⊂：コ28－  

にし  

訂  

苫ごぎ．Cるペく書糾をTbよう  

虻ユ1拍＝しゼl、るき  

1根農竹遭の中iに恥が飢、  

加相即㈲吋こは軋¶、る  

ゲイエγトモしn、る】鼻血カロリーF狂七っれ、  

■   
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＝   

■   
●   

■   
t1  

1■   

■   
「   
■   
■   
■   
■   
■  
■  
■   
■   
■   
■  ■  

1環静∫ （07・02一大規模サンプル調査より）■■雷薫轡少′  ※中高生全体平均との差でグラフ作成 －戒顎磯野紅 

「規則正しい体力派J。「朝食」は「家  

族と一緒に」「規則正しく」食べる。  

また「なるべく運動するようにして」  

おり、実際、「定期的にしている運動  

粕針0「体育会系」  

HとNユーザの中間的存在。「運動」  

関連項目は特にHユーザとの差が  

明らか。「ダイエットをしている／摂取  

カロリーが気になる」スコアも若干  

高い 
紬ば■‥「文化系」  

「規則正しい生活」ができていない（  

「健康」意識は低くなく、特に「カロ  

リー」は気にするが、「好き嫌い」が  

多く、「栄養バランス」は考えていな  

し駄．「“悪い子”系」  

量層別の特性を踏まえたチャネル・コンタクトポイントの開発が不可欠。  

5．累積されたキャンペーン資産を活用して、流通とタイ  
アップし、「実需」を促す施策をモデル的に実施。  

累積されたキャンペーン資産  

■ 母親層も、キャンペーンヘ認知、印象度、好意度が高い。  
■ 流通関係者もキャンペーンとの連携に積極的な意向。  

■  
■  
■  
■  
ll  

」  
■  
■  
■  
■  

流通とのタイアップによる「販促アプローチ」を  

積極的に提案、実施することが可能に。 
「  
「  
■  
■  
■  

■ ■  

■  ■  
■  
■  
■  
■  
1  

■  
■  
■  
■  
■  
■   

夏休み期間中の子どもたちの健康・栄養管理に悩む母親の具体的な課題を解  

決・支援するために、夏休みの牛乳飲用を訴求。  

併せて、飲めない子どもへのおいしさ提案と関連付けて、牛乳とココア等と  
のクロスマーチャンダイジング（関連販売）で、売り上げ向上につなげる。   



「牛乳に相談だ」キャンペーン最新調査結  

？「わ簸てに築沌一上∴∵‡萎′      ‾－，▲ア、  
“ シヲ∵∴蕎昔日  

111来待拉ぺ1イ汗∵㌢  ケ摘草清華         －？－－ 1、【岳  

キャンペーン認知率（二＝＝S年や月時点、マb 

■確かに知っている  □知っているような気がする  

0  20  40  60  80  

認知率の推移（？も）  牛乳消費量の前年比推移（％）  
’■■＋‾ ■…●……●………仙…■■■…’●…■●…■ 

「 ぎてて1120    ≡ 200臥9 … 2008．2．i2007．9 妻   
】  

100l  認知計 巨認知計 上認知計  

東京・中高生計  

大阪ヰ嵩生計  

スポットCM非放送  

地域・中高生計  

東京・19－69歳計  

東京・30－49歳女性計  H77年度   目18年度   H19年度  

資料∴Iミルク、り8年3月（インテージSCIデー  

タより推計）  

J』巴＿温J里J里旦⊥皇度量主星！三越巣重義皇度扱高く⊥羞義f！ラン  

スに優れた牛乳を摂取することによって適正体重を維持する。  

碓〟亭慶ば√ヘルシーダイヱットぱ幸男仁胱ノ御  
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ご清聴ありがとうございました。  

END  

gyUnyU・亡⑳m  

事例研究としてお役に立てれば、可能な限り情報提供します。   




